
別紙１

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

（2）固定資産の減価償却の方法

２．重要な会計方針

　　・満期保有目的の債券等は、償却原価法に基づく定額法により評価します。
　　・上記以外の有価証券で評価のあるものは、会計年度末における時価をもって評価します。

計算書類に対する注記（法人単位）

１．継続事業の前提に関する注記
・該当なし

（1）有価証券の評価基準及び評価方法

    ・所有権非移転ファイナンス・リース取引

（4）引当金の計上基準
    ・退職給付引当金は、該当なし
    ・賞与引当金は、職員に支給する賞与のうち、当該会計年度の負担に属する額を見積り計上しています。

    ・有形及び無形原価償却資産は、定額法により処理しています。

（3）リース資産の会計処理方法
    次のリース資産については、賃貸借取引に係わる方法に準じて会計処理をしています。
    ・リース契約1件あたりのリース料総額が300万円以下の取引
    ・リース期間が1以内のファイナンス・リース取引

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分
当法人の作成する計算書類は以下のとおりである。
(1) 法人全体の計算書類様式（第一号第一様式、第二号第一様式、第三号第一様式）
(2) 社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式）
(3) 各拠点区分におけるサービス区分の内容

３．重要な会計方針の変更
・該当なし

４．法人で採用する退職給付制度
・法人で採用する退職給付制度については、独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職員等退職共済制度及び北九州市社会福祉協議
　会の社会福祉施設職員等退職手当共済制度へ加入しています。

　エ　門司ヶ関学園会計拠点区分（社会福祉事業）
　　　児童養護施設門司ヶ関学園サービス区分
　オ　古城保育園会計拠点区分（社会福祉事業）
　　　古城保育園サービス区分
　カ　藤松保育園会計拠点区分（社会福祉事業）
　　　藤松保育園サービス区分

  ア　本部会計拠点区分（社会福祉事業）
  イ　清風園会計拠点区分（社会福祉事業）
      養護老人ホーム清風園サービス区分
　ウ　清松園会計拠点区分（社会福祉事業）
　　　特別養護老人ホーム清松園サービス区分
　　　特別養護老人ホーム清松園デイサービスセンターサービス区分

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　キ　NINARUふじまつ保育園会計拠点区分（社会福祉事業）
　　　NINARUふじまつ保育園サービス区分
(4)各拠点区分は、社会福祉事業のみであるため、別紙２及び別紙４は省略します。

６．基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

合計 1,183,182,138 96,851,529 42,480,621 1,237,553,046

土地 44,618,982 0 0 44,618,982
建物 1,138,563,156 96,851,529 42,480,621 1,192,934,064

９．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し
・該当なし

８．担保に供している資産
担保に供されている資産は以下のとおりである。
　　　　　建物（基本財産）古城保育園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　230,636,927円
　　　　　建物（基本財産）藤松保育園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　246,087,256円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　476,724,183円

　　　　　設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む）古城保育園　　　　　　　　　　　　　　　　36,994,000円
　　　　　設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む）藤松保育園　　　　　　　　　　　　　　　　43,500,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80,494,000円



（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物附属設備（基本財産） 9,045,730 5,359,620 3,686,110
建物 101,817,398 43,367,377 58,450,021

土地（基本財産） 44,618,982 44,618,982
建物（基本財産） 2,066,465,565 874,096,395 1,192,369,170

車輌運搬具 36,991,374 32,995,564 3,995,810
器具及び備品 221,841,509 167,944,741 53,896,768

構築物 81,364,244 15,993,912 65,370,332

合計 2,571,102,242 1,148,715,049 1,422,387,193

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

有形リース資産 7,750,080 7,750,080 0
ソフトウェア 1,207,360 1,207,360 0

事業未収金 79,019,274 79,019,274
未収金 343,965 343,965

（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）
債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

（単位：円）
種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

未収補助金 14,107,672 14,107,672
合計 93,470,911 93,470,911

第２回北九州市サステナビリティ公募公債５年 10,000,000 10,000,000 0
第４回北九州市サステナビリティ公募公債１０年 10,000,000 10,000,000 0

福岡ひびき信用金庫出資証券20口 10,000 10,000 0
第１回北九州市サステナビリティ公募公債５年 10,000,000 10,000,000 0

１２．関連当事者との取引の内容
　該当なし

１３．重要な偶発債務
該当なし

１５６回　利付国庫債券２０年 10,001,027 10,001,027 0
合計 40,011,027 40,011,027 0

１６．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び
　　　純資産の状態を明らかにするために必要な事項
・該当なし

１４．重要な後発事象
・該当なし

１５．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け
・該当なし
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